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東嶺の「圓慈」白文円印について
浅　井　京　子
2018年２月～３月にかけて、静岡市美術館で展覧会「駿河の白隠さん」が開催された。この準備の調査の中で、
白隠の弟子東嶺圓慈（1721～ 92）の「圓慈」白文円印が一種類ではないことが確認された。そこで富岡コレクショ
ンの東嶺作品を見直したところ３種の印が確認できた。このレポートは、この３種の印章についての報告である。
まず以下の２冊の図録を使い、東嶺作品に押印されている「圓慈」白文円印の確認をした。
１．『二百年遠諱記念　東嶺の禅と書』　滋賀県立琵琶湖文化館・佐野美術館　1993年
２．『東嶺圓慈　―禅画と墨蹟　龍澤寺・齢仙寺と近江の禅寺所蔵作品』
　　花園大学歴史博物館　2012年
この結果、図録１. ２..より「圓慈」白文円印は２種あることが判明する。印１..は２本の縦線が下端で少し開
く。印２..は２本の縦線が平行である。
図録１..と２..に掲載される年記のある作品でこの印が使用されているものを列記すると、以下の通りである。
図録１．№１.「円相内自画像」. 法常寺. 天明７年（1787）東嶺67歳　印２．
　　　№２.「自賛東嶺圓慈像」. 龍澤寺蔵. 明和８年（1771）東嶺51歳　印１．※
　　　№30.「無難禅師肖像之記」. 金地院. 安永４年（1775）東嶺55歳　印１．※
図録２．№３.「自賛東嶺圓慈像」. 龍澤寺蔵. 明和８年（1771）東嶺51歳　印１．※
　　　№31.「山中七箇之條章」. 龍澤寺蔵. 宝暦10年（1760）東嶺40歳　印１．※
　　　№34.「印可状」　. 龍澤寺蔵. 天明５年（1785）東嶺65歳　印２．
　　　№35.「齢仙寺歯髪塔　仏舎利正伝印信」. 齢仙寺. 明和７年（1770）東嶺50歳　印１．
　　参№14.「尺牘」. 龍澤寺蔵. 安永４年（1775）東嶺55歳　印１．
（但し図録１．の№２と図録２．の№３は同じ作品。※は対となる「東嶺」印が朱文円印のもの）
以上のことから、宝暦より安永期は印１..を使用し、印２..は図録掲載分については、天明５年以降の作品に使
用されている。龍澤寺所蔵の「印可状」は東嶺の真筆を疑う余地はなく、印２..を偽印とすることはできない。こ
こから、東嶺50代の後半に印１..の使用に不具合が生じたため、印２..を使用するようになったと想定される。「圓
慈」白文円印に２印あることが認められるとすれば、年記のない作品についてもこの印を手がかりに40 ～ 50代の
作品、60代以降の作品と制作年代を推量することができそうである。
ところで『開館十周年記念　近世の禅画』（富岡美術館　1989年）に収録される印影は富岡コレクションの「六
祖図」（禅Ａ－140）のものである。これは２本の縦線が平行で、「員」部「貝」の右下へ延びる曲線が１. ２..より
直線に近いものである（印３..とする）。
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これは明らかに「圓慈」印１. ２..とはことなり、さらに「東嶺」朱文円印も図録
１. ２..に収録されるものと異なる。さらに唐臼を子細にみると、その筆順から（向かっ
て右の横棒を支える縦の杭が２本とも横棒の後ろに描かれる。これでは横棒は落ちてし
まう）、本図を東嶺の真筆とは認めがたい。この印を偽印とすると、六祖図と同様の印
章が押される「達磨図」（禅Ａ－136）も疑念を持たざるを得ない。永年富岡コレクショ
ンと向き合ってきて、このような報告をしなければいけないことに忸怩たるものがある
が、今後の東嶺書画研究の一助になれば幸いである。
付記：今回の考察の端緒となった大阪新美術館建設準備室所蔵「樹下坐禅自画像」
は、これまで白隠の作とされてきた。しかし本図左にさらに「先師白隠行脚時作是小師
東嶺於十五年忌寫（花押）」とあり、これを素直にとれば、天明２年（1782）東嶺62歳
の時に写されたこととなる。またこの款記のあとに「圓慈」白文円印、「東嶺」朱文円
印が押印される。この「圓慈」印は印２..で上記の考察と矛盾はない。よって本図は龍
翔寺所蔵の白隠「樹下坐禅自画像」を白隠の15回忌に東嶺が写したものと考えられる。
ちなみに富岡コレクションの達磨図（禅Ａ－137と139）はこの写しが下敷きとしてあっ
たと想像できる。禅Ａ－137の達磨図には白文円印の「圓慈」印（印２.）が押される。
なお、当館所蔵の「六祖図」と３幅の「達磨図」については『旧富岡美術館所蔵　禅
書画目録』（2007年）をご参照下さい。
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